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農業者年金に加入しましょう ★ ★ ★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★ ★ ★

南丹市農業委員会では、農地法に基づく許可などを受けた土地について、申請
（届出）の内容どおりに利用されているかを確認するため、7月14日（月）から7
月18日（金）に、農地パトロールを実施します。

南丹市農業委員会だよりが、第23回京都府農業委員会広報コンクールにおいて「銀賞」を受賞し、京都府農業会
議総会において表彰されました。
広報委員会では、農業会議主催の広報研修会などにも積極的に参加するとともにますます自己研鑽に努め、農家と
の懸け橋となれるよう今後とも親しみやすい紙面づくりを目指します。

皆さんが所有されている田畑などの農地を、倉庫や住宅、駐車場といった農地以外のものに利用するためには原則
的に許可を得ていただく必要があります。
一時的に資材置き場にする場合などについても手続きが必要になります。（市街化区域内の農地についても届出が
必要です）農地ではないと思っている土地でも、地目が農地として残っている場合がありますので、法務局などで地
目の確認をしてください。また、登記簿の地目が山林や原野であっても、現況が耕作の目的に使用されている土地で
あれば農地となりますので手続きが必要になります。
許可などを受けずに、無断で転用したり、許可どおりに転用しなかったりすると、京都府知事により、工事の中止命令
や、原状回復命令がされることになります。
許可申請や届け出など、詳しくは、農業委員会事務局、又はお近くの農業委員までお問い合わせください。

広報コンクールで銀賞授賞

農地転用許可制度をご存じですか？

農地パトロールを実施します

農業者年金は、農業者の「老後生活の安心と安定」を図るために創設された積立方式の年金制度です。農業者年金加入
で老後の備えをより充実させませんか?

《加入条件》　60歳未満の方　　 国民年金の第1号被保険者　　 年間60日以上農作業に従事している方　　　
《メリット》
◆将来の年金受給に必要な原資を積み立てる積立方式の「確定拠出型」なので、少子・高齢化に影
　響されません。
◆毎月の保険料は２万円を基準として最高６万７千円まで自由に決められ、しかも所得税の社会保険料
　控除の対象となります
◆認定農業者などの一定の要件を満たす農業者には、国から最高半額の助成があります。
◆年金は終身年金で受給者が亡くなるまで給付されます。もし、80歳になる前に亡くなられた場
　合は、80歳まで受け取れるはずの年金が、死亡一時金として遺族に支払われます。

詳しくお知りになりたい方は、農業委員会事務局までお気軽にお問い合わせください。
農業者年金を受けておられる方は、毎年6月30日までに「現況届」の提出が必要です。

2



★詳しくお知りになりたい方は、南丹市役所農政課までお気軽にお問い合わせください。TEL.0771-68-0060

①洪水を防ぐ　　　②土砂崩れを防ぐ　　　　　③土の流出を防ぐ　　　　　④川の流れを安定させる
⑤地下水をつくる　⑥暑さをやわらげる　　　　⑦生きもののすみかになる　⑧農村の景観を保全する
⑨文化を伝承する　⑩癒し・安らぎをもたらす　⑪体験学習と教育

制度の全体像

ところ
で

農業・農村には、国土保全、水源かん養、良好な景観形成などの多面的機能があります。こうした機
能は農村だけでなく都市住民の生活にも役立つもので国民全体の暮らしを支えています。
しかし、近年、農村地域の高齢化や人口減少などで、地域の共同活動により支えられてきた多面的機
能の発揮に支障が生じつつあります。
また、地域の共同活動が縮小すると、水路、農道などの地域資源の維持管理における担い手の負担が
増え、規模拡大が阻害されることも懸念されます。
このため、多面的機能を支える農地維持支払を創設し、これまでの農地・水保全管理支払を資源向上
支払に組み替えます。
集落のコミュニティの共同管理等により農地が適切に維持され、将来にわたって多面的機能が十分に
発揮されることを目指します。

～多面的機能支払交付金って知っていますか？～
農業・農村の多面的機能を維持・発揮するための地域活動などに対して支援する制度です。

農政課からのお知らせ

交付単価例：3,000/10a（田）

交付単価例：2,400/10a（田）

　農業・農村の多面的機能ってなに？
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4

全
国
的
な
傾
向
で
、
若
者
が
都
会
に
憧

れ
農
村
か
ら
消
え
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
が
進
み
各
地
に
多
く
の
耕
作
放
棄
地
が

発
生
し
、
農
地
の
荒
廃
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

当
園
部
町
に
お
い
て
も
例
外
な
く
農
地

の
荒
廃
が
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
農
地
を
荒
ら
す
事
な
く
農
地
と
し
て

次
世
代
に
引
き
継
い
で
ゆ
く
」
そ
ん
な
責

務
を
感
じ
、
今
か
ら
18
年
前
に
園
部
町
農

業
公
社
を
設
立
、
大
き
な
難
題
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
立
当
初
よ
り
事
務
局
長
を
務
め
る

佐
々
谷
吉
美
さ
ん
は
、
苦
し
く
と
も
充
実

の
日
々
を
思
い
だ
し
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

現
在
、
農
地
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
引
き
受

け
、
再
委
任
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
計
50
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
設
立
当

初
の
目
的
で
あ
る
、
第
一
に
農
地
の
保
全

　

第
二
に
特
産
品
の
開
発
・
販
売　

第
三

に
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
、
今
も
そ
の
思

い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

事
業
と
し
て
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば
す

中
、
直
接
販
売
を
行
う
こ
と
を
考
え
、
そ

の
７
年
後
販
売
部
分
と
し
て
園
部
の
「
道

の
駅
・
京
都
新
光
悦
村
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
「
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
米
部
門
で
は
、
特
産
品

「
温
心
米
」
の
顧
客
を
全
国
に
持
ち
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
利
用
し
年
間
約

６
０
０
０
袋
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た

野
菜
部
門
で
は
、
生
産
農
家
30
戸
が
年
間

を
通
じ
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
主
に

ハ
ウ
ス
栽
培
に
力
を
入
れ
京
阪
神
を
中
心

に
利
用
客
は
20
万
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
に
も
安
全
・
安
心
の

食
材
と
し
て
提
供
し
、
多
く
の
子
供
た
ち

の
成
長
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
加
工
場
の
係
長　

小
畠
喜
久
男

さ
ん
は
、
米
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
平
成

20
年
11
月
か
ら
、
園
部
町
産
の
「
新
羽
二

重
糯
」
を
１
０
０
％
使
用
し
た
昔
な
が
ら

の
「
寒
餅
」
（
か
き
餅
）
を
製
品
化
す
る

な
ど
の
工
夫
を
重
ね
、
昨
年
12
月
は
丹
波

地
域
を
中
心
に
正
月
用
鏡
餅
な
ど
２
７
０

件
、
１
４
０
０
㎏
を
受
注
し
大
忙
し
の
毎

日
だ
っ
た
、
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
子
ど
も
さ
ん
の
満
一
歳
の
お

誕
生
日
に
は
一
升
餅
を
」
こ
ん
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
一
歳
ま
で
無
事
に
成
長

し
た
こ
と
を
祝
い
、
こ
れ
か
ら
も
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
祈
り
一
升
（
１
・
５

㎏
）
の
祝
儀
餅
を
作
り
受
注
に
応
え
て
お

り
、
年
間
１
０
０
人
程
の
子
ど
も
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
と
の
事
で
し
た
。

・
一
生
（
一
升
）
食
べ
る
の
に
困
ら
な
い

　
よ
う
に

・
一
生
（
一
升
）
健
康
に
育
つ
よ
う
に

・
一
生
（
一
升
）
丸
く
（
円
満
に
）

　

こ
ん
な
話
を
さ
れ
た
と
き
の
小
畠
さ
ん

は
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

私
も
つ
い
つ
い
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
取
材　

澤
田
肇
委
員
）

利用客の皆さんの前で餅つきを開催している
光悦村の様子

受注した餅を作る小畠さん

一升餅でお誕生日祝をする前原君

地域農業の発展を目指し、力強く活
動されている団体や個人の農業者をシ
リーズでお送りしております。
今回は、園部町内での個人や団体の
活動を紹介します。　

あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地
域
の
農
業
を
守
る
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園
部
町
口
司
に
お
住
ま
い
の
杉
山
輝
夫

さ
ん
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

今
か
ら
40
年
前
、
農
協
の
指
導
に
よ

り
、
丹
波
の
名
産
と
し
て
「
丹
波
栗
」
の

栽
培
を
始
め
ら
れ
、
栗
の
品
種
、
土
壌
、

施
肥
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
今
で

は
約
50
ア
ー
ル
の
栗
園
に
１
３
０
本
の
成

木
を
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
間
作
業
は
、
１
月
か
ら
３
月
頃
ま
で

は
成
木
が
高
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

「
剪
定
作
業
」
、
ま
た
「
日
照
」
を
考
慮

し
て
の
作
業
、
そ
の
後
、
獣
害
防
止
の
柵

の
補
修
や
設
置
、
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

「
杭
打
ち
作
業
」
な
ど
、
そ
し
て
６
月
に

は
、
開
花
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

８
月
に
入
る
と
病
害
虫
予
防
の
消
毒
を

行
い
、
９
月
の
中
旬
か
ら
約
１
カ
月
か
け

て
朝
・
夕
２
回
収
穫
、
昨
年
は
総
量
約
１

ト
ン
を
収
穫
し
、
農
協
や
道
の
駅
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。樹

齢
が
短
い
の
で
毎
年
20
本
程
度
を
更

新
し
て
お
り
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

「
施
肥
」
を
行
い
年
間
の
作
業
が
終
了
と

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

杉
山
さ
ん
は
各
種
品
評
会
で
数
々
の
表

彰
を
受
け
、
そ
れ
を
励
み
に
「
丹
波
栗
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
造
り
守
っ
て
こ
ら
れ
、
今

で
は
、
「
子
ど
も
も
休
日
は
栗
園
に
来
て

手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
、
続
け
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
取
材　

澤
田
肇
委
員
）

　　

園
部
町
つ
つ

じ
の
会
は
、
地

元
の
野
菜
・
お

米
の
消
費
拡
大

に
努
め
て
い
ま

す
。つ

つ
じ
の
会

は
、
太
巻
き
ず

し
を
は
じ
め
、

寿
司
類
、
弁
当
等
を
毎
日
光
悦
村
で
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
、
玉
ね
ぎ
巻

（
期
間
限
定
５
月
〜
７
月
）
と
カ
ツ
巻
を

始
め
ま
し
た
！

地
元
の
玉
ね
ぎ
は
、
み
ず
み
ず
し
く
て

と
て
も
お
い
し
く
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
食
感

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

多くの成木を育てている栗園

丹波栗の栽培をする杉山さん

太
巻
き
ず
し

　
「
玉
ね
ぎ
巻
」
と
「
カ
ツ
巻
」

ね
ぎ
巻
の
材
料

　

（
２
本
分
）

・
す
し
飯

　

（
５
２
０
ｇ
）

・
焼
き
海
苔

　

（
２
枚
）

・
か
つ
お
節

　

（
５
ｇ
）

・
か
に
か
ま
ぼ
こ

　

（
５
本
）

・
サ
ン
チ
ェ

　

（
大
２
枚
）

・
新
玉
ね
ぎ
の
ス
ラ
イ
ス

　

（
中
玉
１
／
２
個
）

ち
ょ
っ
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
若
い

方
に
喜
ば
れ
ま
す
。

カ
ツ
巻
の
材
料

　

（
２
本
分
）

・
す
し
飯

　

（
５
０
０
ｇ
）

・
焼
き
海
苔

　

（
２
枚
）

・
キ
ャ
ベ
ツ

　

（
千
切
り
10
ｇ
）

・
ト
ン
カ
ツ
ソ
ー
ス

　

（
大
さ
じ
２
杯
）

・
サ
ン
チ
ェ

　

（
大
２
枚
）（

取
材　

下
間
久
子
委
員
） 玉ねぎ巻カツ巻

太巻き

こ
の
道
40
年
栗
栽
培
に
か
け
て

う
ま
い
も
ん
一
品
紹
介



地
域
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て

その13

食 農業と

食と農業に関わる人や団体の
シリーズを掲載しています。

あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

京
の
酒
米
「
祝
」
の

　

ブ
ラ
ン
ド
産
地
拡
大
を
目
指
し
て
！

淡
れ
い
な
味
と
独
特
の
芳
香
を
特
徴
と

す
る
京
都
独
自
の
酒
米
「
祝
」
は
、
昭
和

８
年
に
京
都
府
立
丹
後
農
事
試
験
場
で
育

成
さ
れ
、
良
質
の
酒
米
と
し
て
評
価
を
得

て
き
ま
し
た
。

昭
和
60
年
代
、
グ
ル
メ
志
向
が
高
ま
る

中
「
京
都
の
米
で
京
都
独
自
の
酒
を
造

る
」
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
戦
争
で
途

絶
え
て
い
た
酒
米
は
醸
造
家
達
か
ら
注
目

を
集
め
、
平
成
４
年
に
京
都
府
奨
励
品
種

に
指
定
を
受
け
て
、
行
政
、
酒
造
メ
ー

カ
ー
、
生
産
者
と
と
も
に
復
活
に
取
り
組

み
、
平
成
20
年
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
お
い

て
酒
米
「
祝
」
で
作
っ
た
日
本
酒
が
金
賞

を
初
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
は
京
都
府
内
の
契
約
農
家

約
１
４
４
戸
で
３
０
０
ト
ン
を
目
標
に
栽

培
さ
れ
、
府
内
約
23
の
蔵
元
が
「
祝
」
を

使
っ
た
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
美
山
町
で
栽
培
さ
れ
る
「
祝
」

は
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
よ
り
好
評
価
を
得
て

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
美
山
町
内
17
戸

の
農
家
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「

祝
」
は
、
穂
丈
が
高
く
倒
れ
や
す
い

こ
と
や
他
の
米
に
比
べ
穂
数
が
少
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
生
産
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
し
た
が
、
平
成
13
年
に
耐
倒
伏
性
、
収

量
、
品
質
に
重
点
を
お
い
て
品
質
改
良

し
、
現
在
、
心
白
発
現
率
は
低
い
が
心
白

形
状
が
点
な
い
し
線
状
の
も
の
が
多
く
高

度
精
白
に
適
し
酒
造
米
適
性
に
優
れ
て
い

ま
す
。

今
後
の
生
産
、
販
売
の
取
り
組
み
と
し

て
、
京
都
府
を
中
心
に
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の

指
定
を
受
け
た
「
祝
」
を
原
材
米
と
し

て
、
１
０
０
％
使
用
し
た
「
京
の
酒
」
の

販
売
を
強
化
し
よ
う
と
府
内
全
域
で
ブ
ラ

ン
ド
産
地
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。（

資
料
提
供　

京
都
府
普
及
セ
ン

タ
ー
、
農
林
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
京
都
）

平
成
20
年
ま
で
は
主
食
米
の
生
産
調
整

の
為
の
転
作
作
物
と
し
て
「
祝
」
を
栽
培

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
に
は
酒
米

「
祝
」
を
原
料
と
し
た
日
本
酒
が
京
の
ブ

ラ
ン
ド
産
品
に
認
定
さ
れ
、
酒
造
メ
ー

カ
ー
か
ら
も
安
定
し
た
収
量
と
品
質
の
高

い
京
都
府
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
酒
米
「
祝
」
の

増
量
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
事
を
研
修

会
で
知
り
、
こ
れ
を
励
み
に
今
年
も
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材　

梅
津
義
明
委
員
）

南丹市酒米「祝」生産部会代表　清水宏さん

「祝」100％でできあがった酒

研修会の様子

生
産
農
家
か
ら
の
一
言

6
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知
っ
て
安
心
食
べ
て
健
康

　
～
美
山
で
地
域
に
あ
っ
た
農
業
を
目
指
す
～

美
山
町
内
久
保　
　
　
　

篠
山　

直
也
さ
ん

祖
母
の
恩
返
し
か

ら
と
、
田
舎
に
祖

母
へ
の
療
養
所
を

作
る
べ
く
15
の
時

に
大
阪
か
ら
岡
山

の
農
業
高
校
に
寮

生
と
し
て
入
学
し

た
の
が
始
ま
り
で

す
。　
　

そ
れ
か
ら
７

年
、
高
校
・
短

大
・
研
修
と
道
を

歩
き
、
い
よ
い
よ
後
３
カ
月
で
就
農
と
い

う
時
、
祖
母
は
他
界
し
て
し
ま
い
、
夢
は

叶
う
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
７
年
間
で
農
業
（
食
）
の
持
つ

可
能
性
に
気
づ
き
、
皆
を
守
る
農
業
を
目

指
そ
う
と
誓
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
今
の
農
業
ス

タ
イ
ル
で
す
。
有
機
・
無
機
・
薬
も
関
係

な
く
、
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
、
自
分
が
安

心
で
き
る
育
成
方
法
を
知
り
、
実
行
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
食
品
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
知
っ
て

安
心
・
食
べ
て
健
康
」
。

耕
畜
食
住
観
を
連
携
さ
せ
、
そ
の
地
域

に
あ
っ
た
総
合
的
な
農
業
を
目
指
し
、

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
水
と
空
気
、
里
山
の
原
風
景

に
憧
れ
美
山
町
に
移
り
住
ん
で
５
年
に
な

り
ま
す
。

四
季
の
移
り
変
わ
り

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

特
に
、
長
い
冬
を
経
て

フ
キ
ノ
ト
ウ
の
芽
生
え

る
早
春
を
迎
え
る
頃
の

浮
き
立
つ
よ
う
な
気
分

は
格
別
で
す
。

周
り
の
人
達
も
穏
や

か
で
、お
互
い
の
つ
な
が

り
も
固
く
、共
助
の
意

識
も
高
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
豊
か
な
環
境
の
中
で
送
る
田

舎
暮
ら
し
は
実
に
平
安
で
す
が
、
鳥
獣
害

の
問
題
だ
け
は
切
実
で
す
。

耕
作
意
欲
が
甚
だ
し
く
削
が
れ
ま
す

が
、
美
観
維
持
の
た
め
だ
け
に
田
畑
を
管

理
す
る
と
い
う
の
も
空
し
い
で
す
。

何
か
良
い
対
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
防
災
や
地
域
の
見
守
り
と
い
う

点
で
、
は
な
か
ら
稠
密
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
の
地
域
も
、

近
年
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ

て
生
産
環
境
の
悪
化
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
機
能
の
低
下
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
う
し
た
悪
循
環
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に
定
住
人
口
や
交
流
人
口
を
増
や

し
、
彼
ら
が
安
心
し
て
多
様
な
住
ま
い
方

や
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
き
め
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
方
策
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
で
す
。

（
取
材　

梅
津
義
明
委
員
）

美
山
町
で
京
地
ど
り
を
主
体
に
複
合
農

業
を
営
ん
で
い
る
篠
山
直
也
で
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
組
で
、
農
業
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
た
の
は
15
の
時
で
、
昔
は
心
が

弱
く
幼
い
時
か
ら
学
校
に
行
け
ず
祖
父
母

の
家
で
引
き
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
出
来
事
で
価
値
観
が
一

変
し
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
た
く
な

り
、
先
ず
は
ず
っ
と
世
話
に
な
っ
て
い
た

篠山さん夫婦

川崎さん夫婦

田
舎
暮
ら
し
雑
感

　
～
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て
５
年
～

美
山
町
三
埜　
　
　
　
　

川
崎　

裕
昭
さ
ん

7
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　とにかく広い南丹市。

　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、

楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

南丹市は、平成26年３月「南丹市景観計画」を策定しました。広報でも市民一人一人が美しい自
然を生かした景観に自信と誇りのもてるまちづくり、住んでよかったと感じるまちづくりに協力して
取り組みを進めていきたいと思っています。（梅津義明委員）

八
木
町
船
枝
の

　京
都
帝
釋
天
「
願
い
の
鐘
」

日
吉
町
中
世
木
山
野
草
の
里

「
せ
つ
ぶ
ん
草
ま
つ
り
」
開
催

北
淡
震
災
記
念
公
園
「
野
島
断
層
保
存
館
」

京
都
帝
釋
天
は
、
和
気
清
麿
公
に
よ
っ
て

宝
亀
11
年
（
７
８
０
年
）
に
開
創
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
堂
は
山
の
中
腹
に
あ
り
、
約
７
０
０
ｍ

ほ
ど
の
上
り
の
参
道
が
続
き
ま
す
が
、
日
頃

運
動
不
足
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
に
は
役
立

ち
そ
う
で
す
。
そ
の
参
道
に
は
「
願
い
の

鐘
」
と
呼
ば
れ
る
鐘
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

全
体
で
１
０
８
個
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

願
い
を
こ
め
て
鐘
を
鳴
ら
す
と
、
そ
の
願

い
が
帝
釋
天
に
届
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

帝
釋
天
と
い
え
ば
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」

を
連
想
す
る
方
は
、
も
は
や
少
々
年
配
の
方

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
鐘
の
一
つ
に
「
寅
さ

ん
の
願
い
の
鐘
」
が
あ
り
ま
す
。
「
え
ら
い

兄
貴
に
な
り
た
く
て
　
鐘
う
ち
鳴
ら
す
帝
釋

天
　
寅
次
郎
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
取
材
　
市
原
松
司
委
員
）

　
早
春
の
中
世

木
川
に
添
っ
て

上
流
に
向
か

い
、
地
区
の
公

民
館
で
受
付
を

済
ま
せ
て
地
元

の
方
に
案
内
し

て
頂
き
ま
し

た
。

　
せ
つ
ぶ
ん
草

は
、
花
言
葉

「
春
の
妖
精
」

の
と
お
り
雪
ど
け
を
待
っ
て
、
よ
う
や
く
開

花
し
た
感
じ
の
白
い
可
憐
な
草
花
で
す
。

日
吉
町
山
野
草
を
守
る
会
（
代
表
近
藤
正

也
さ
ん
）
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
絶
滅
危
惧

種
の
草
花
を
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

を
始
め
、
今
回
、
こ
の
山
野
草
が
自
生
す
る

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
地
域
で
守
り
育
ん
で

い
く
為
に
も
、
多
く
の
人
達
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
生
地
公
開
期
間
の
４
日
間
、
公
民
館

で
は
地
場
産
物
の
お
米
や
黒
豆
等
の
販
売
、

黒
豆
コ
ー
ヒ
ー
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
沢
山
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

４
日
間
の
入
場
者
は
約
２
０
０
０
人
に
な
る

そ
う
で
す
。
　
（
取
材
　
梅
津
義
明
委
員
）

野
島
断
層
保
存
館
は
、
平
成
７
年
１
月
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
動
い
た
断
層
を
保
存
、
公
開
し
て
い

ま
す
。

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
起
こ
れ
ば
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
す
。

昨
年
の
台
風
18
号
で
も
京
都
府
内
で
約
46
億
円
の

農
地
被
害
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
南
丹
市
で
震
度
５
強

か
ら
６
弱
の
揺
れ
が
生
じ
、
最
悪
の
場
合
に
は
、
京

都
府
内
で
約
９
０
０
人
の
死
者
が
発
生
す
る
（
内
閣

府
中
央
防
災
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
予

測
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
台
風
30

号
、
次
々
と
大
き
な
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
も
す
で
に
19
年
が
経
過
し
、
記
憶

か
ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
経

験
を
大
切
に
し
た
い
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
。

委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅 市原松司編


